
中野区プラスチック削減指針

＜基本理念＞

プラスチックは、安価で使いやすく、生活に大きく依存していると言えますが、不用意にごみとし

て捨てられ河川などに流れ込み、海洋環境や生物に深刻なダメージを与えていることが、地球規模

で問題となっています。

２０１９年６月に開催されたＧ２０大阪サミットで共有された「大阪ブルー・オーシャン・ビジョ

ン（２０５０年までに海洋プラスチックごみによる新たな汚染をゼロとすることを目指す）」の実現

に向け、一事業者である中野区が率先してプラスチックごみの排出を削減し、区民・事業者等の取組

を喚起していく必要があります。

そこで以下の指針に基づき、中野区は廃棄プラスチックの削減を行い、環境に配慮した行動を実

践していきます。

＜行動指針＞

１ 区が主催または共催するイベントや会議において、使い捨てプラスチック製品・容器包装の使

用を可能な限り削減することとし、繰り返し使用できるもの又は紙製品や非木材パルプ(タケ

やサトウキビ等の木材以外の種子植物)製容器等の利用に努める。

２ 職員一人ひとりがマイバッグやマイボトルの活用をはじめ、使い捨てプラスチック製品及び容

器包装の使用を減らすよう努める。
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